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自
民
清
風
会

・
平
成
３１
年
度
当
初
予
算

・
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

・
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

・
自
然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り

・
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
・
将
来
ま
で
自
律
し
た
状
態
が
続
く

都
市
経
営

民
政
ク
ラ
ブ

・
平
成
３１
年
度
当
初
予
算

・
地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

・
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

・
自
然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り

・
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
・
将
来
ま
で
自
律
し
た
状
態
が
続
く

都
市
経
営

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
教
育
長
の
教
育
行
政

・
市
民
生
活
・
地
域
社
会
の
充
実

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

・
環
境
共
生
都
市
の
実
現

・
経
済
の
振
興

・
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
の
整
備

・
教
育
・
文
化
の
振
興

・
自
律
し
た
都
市
経
営
の
実
践

・
２
０
１
９
年
度
当
初
予
算
編
成

公
明
党

・
第
６
次
総
合
計
画
及
び
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

・
２
０
１
９
年
度
与
党
税
制
改
正
大

綱
と
本
市
の
対
応

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
市
税

等
の
納
付

・
国
の
改
正
水
道
法
と
本
市
の
水
道

事
業
の
考
え
方

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

・
２
０
１
９
年
度
岡
崎
市
予
算
編
成

・
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
、
健
康
を

守
る
こ
と

・
生
活
環
境
の
整
備
、
地
域
経
済
の

振
興
で
住
み
よ
い
岡
崎
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と

・
憲
法
に
基
づ
く
民
主
教
育
の
原
則

を
守
り
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と

・
自
治
権
拡
充
、
清
潔
で
市
民
本
位

の
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と

・
平
和
行
政
に
力
を
注
ぐ
こ
と

代
表
質
問
と
は

・
会
派
を
代
表
し
て
行
う
質
問
の
こ
と

で
す
。

・
岡
崎
市
議
会
で
は
、
予
算
の
審
議
や

条
例
案
な
ど
が
多
い
３
月
定
例
会
で

代
表
質
問
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
市
政
の
課
題
や
重
要
事
項
な
ど
に
つ
い
て
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の
質
問
項
目
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
及
び
議
会
映
像
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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自
民
清
風
会

民
政
ク
ラ
ブ

山
崎
憲
伸

地
域
で
支
え
あ
い
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

問

複
雑
化
・
大
規
模
化
す
る
災
害

の
対
応
や
年
々
増
加
す
る
救
急
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
の
配
置
や

施
設
の
改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、
消

防
施
設
個
別
施
設
計
画
の
策
定
の
現
況

と
将
来
需
要
を
見
込
ん
だ
消
防
施
設
の

改
修
等
の
考
え
は
。

答

消
防
業
務
の
現
状
把
握
と
将
来

需
要
を
推
計
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
施
設
面
の
老

朽
化
対
策
の
手
法
を
定
め
る
な
ど
、
計

画
策
定
は
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
管
轄
人
口

と
救
急
隊
の
出
場
件
数
が
ほ
ぼ
正
比
例

の
関
係
に
あ
る
状
況
と
、
将
来
的
に
も

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
南
部
地
域
を

管
轄
す
る
南
分
署
が
老
朽
化
か
つ
手
狭

で
あ
る
こ
と
か
ら
施
設
整
備
の
検
討
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
岡
崎
駅

針
崎
若
松
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

へ
の
移
転
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

問

本
市
で
は
福
祉
総
合
相
談
体
制

検
討
会
議
を
設
置
し
て
組
織
横
断

的
に
包
括
的
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め

て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を
構
築

す
る
の
か
。
ま
た
、
既
存
施
設
で
は
手

狭
な
よ
う
に
思
う
が
、
現
執
務
室
の
利

活
用
も
含
め
た
検
討
の
必
要
性
に
対
す

る
本
市
の
見
解
は
。

答

福
祉
会
館
に
福
祉
エ
リ
ア
と
子

供
エ
リ
ア
を
設
け
て
関
係
部
署
の

機
能
を
集
約
し
、
各
エ
リ
ア
及
び
エ
リ

ア
間
の
相
談
支
援
体
制
の
構
築
や
、
地

域
課
題
の
支
援
、
解
決
に
取
り
組
む
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、

福
祉
総
合
相
談
体
制
構
築
後
は
、
身
近

な
地
域
に
お
い
て
分
野
を
超
え
た
課
題

に
総
合
的
に
相
談
に
応
じ
る
体
制
作
り

も
検
討
し
、
全
市
的
な
福
祉
の
総
合
的

な
相
談
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
現
在
、

様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
既
存

施
設
の
利
活
用
を
全
庁
的
に
調
整
し
て

い
る
が
、
多
く
の
部
署
や
団
体
が
関
係

す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

問

太
陽
の
城
跡
地
で
整
備
を
計
画

し
て
い
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

（
※
）
の
事
業
概
要
、
特
徴
、
期
待
す

る
効
果
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

会
議
・
式
典
等
の
会
場
と
な
る

ホ
ー
ル
や
複
数
の
会
議
室
等
の
公

共
機
能
を
有
す
る
施
設
を
中
心
に
、
ホ

テ
ル
や
カ
フ
ェ
等
の
民
間
施
設
と
乙
川

の
大
空
間
を
活
用
し
た
民
間
事
業
を
加

え
た
公
民
連
携
に
よ
る
複
合
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
課
題
で

あ
っ
た
本
格
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
を
三
河
地
域
最
大
級
規
模
で
整
備
す

る
こ
と
で
、
経
済
・
学
術
交
流
等
を
活

発
化
し
、
地
域
経
済
の
発
展
と
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
新
た
な
仕
事
作
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
に
事
業
者
の
募
集
、
２

０
２
０
年
度
か
ら
設

計
や
工
事
を
順
次
進

め
、
２
０
２
２
年
度

末
の
供
用
開
始
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

加
藤
学

自
然
と
調
和
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

問

汚
水
適
正
処
理
構
想
に
基
づ
き

公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水

に
よ
る
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
る
が
、
各
事
業
の
課
題
と
今
後
の

経
営
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答

公
共
下
水
道
事
業
は
下
水
道
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
設

か
ん
き
ょ

備
更
新
の
必
要
な
管
渠
や
ポ
ン
プ
場
等

が
数
多
く
存
在
す
る
。
平
成
４
年
頃
か

ら
集
中
的
に
整
備
を
進
め
た
結
果
、
企

業
債
の
償
還
が
多
額
と
な
り
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
る
た
め
、
効
率
的
な
管
理

及
び
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
中
山
間

地
域
と
い
う
地
形
的
な
状
況
も
あ
り
、

維
持
管
理
や
設
備
更
新
等
の
費
用
が
使

ぜ
い
じ
ゃ
く

用
料
で
賄
え
な
い
脆
弱
な
経
営
基
盤
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
経
費
削
減
を

図
る
経
営
戦
略
の
策
定
作
業
を
進
め
、

安
定
し
た
経
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

代表質問

※
会
議
、
式
典
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
交
流
会
等
を
行
う
施

設
の
総
称
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チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

快
適
で
魅
力
あ
るま

ち
づ
く
り

問

水
道
事
業
の
中
期
経
営
計
画
で

は
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
適
正

な
経
営
管
理
を
行
う
こ
と
を
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
経
営
状
況
と
課
題
、
今
後

の
方
針
は
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
は

不
採
算
地
域
が
多
く
、
恒
常
的
な
赤
字

経
営
と
な
っ
て
い
る
が
、
簡
易
水
道
と

上
水
道
を
経
営
統
合
す
る
こ
と
へ
の
検

討
状
況
は
。

答

水
道
事
業
は
、
２９
年
度
ま
で
は

良
好
な
経
営
状
況
を
維
持
し
て
い

た
が
、
３０
年
度
以
降
は
旧
男
川
浄
水
場

の
撤
去
費
用
等
に
よ
り
一
時
的
に
目
標

値
を
下
回
る
も
の
の
、
大
幅
な
悪
化
は

生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
耐
震
化
事
業
等
に
よ
る
財

政
負
担
が
課
題
だ
が
、
優
先
度
や
重
要

度
を
踏
ま
え
て
事
業
の
平
準
化
を
図
り
、

安
全
安
心
で
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。
簡
易
水
道
と
上

水
道
の
事
業
統
合
に
つ
い
て
は
、
現
在

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
３１
年
度
末
ま
で

に
変
更
事
業
の
認
可
を
取
得
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

将
来
ま
で
自
律
し
た

状
態
が
続
く
都
市
経
営

問

効
果
的
に
成
果
を
得
る
た
め
に

は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
行
政
運
営

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
新

技
術
を
取
り
入
れ
て
改
善
に
努
め
て
い

る
民
間
企
業
の
事
例
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
に
お
け
る
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
等
の
新
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の

実
証
実
験
や
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
取
り
組
み
は

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
市
も
既
存
の
基
幹
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
、
Ａ
Ｉ
と
同
様
に
業
務
改

革
の
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
※
）
を
活
用
す
る
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
課
題
は
あ
る
が

導
入
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
と
判
断
し
、

３１
年
度
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
。
費
用
対
効

果
を
確
認
し
な
が
ら

導
入
可
能
な
分
野
の

精
査
を
し
、
活
用
を

考
え
て
い
き
た
い
。

江
村
力

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

問

市
民
か
ら
選
ば
れ
る
市
民
病
院

と
な
る
た
め
に
は
、
優
秀
な
医
師

の
確
保
や
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

割
合
を
ふ
や
す
等
の
努
力
が
必
要
だ
が
、

本
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
か
。

答

従
来
の
患
者
を
待
つ
姿
勢
を
反

省
し
、
各
診
療
科
の
得
意
分
野
や

先
進
的
な
設
備
、
医
療
機
器
等
の
情
報

を
発
信
す
る
た
め
、
広
報
誌
の
発
刊
や

市
民
講
演
会
等
へ
の
医
師
の
講
師
派
遣
、

医
療
機
関
か
ら
の
要
望
の
聴
取
、
病
院

職
員
の
接
遇
対
応
の
確
立
に
努
め
、
当

病
院
の
認
知
度
を
高
め
る
機
会
を
ふ
や

す
努
力
を
し
て
い
る
。
優
秀
な
医
師
を

確
保
し
、
医
療
レ
ベ
ル
の
一
層
の
向
上

を
図
る
た
め
に
医
師
の
派
遣
要
請
を
強

め
て
い
る
が
、
本
市
へ
の
愛
知
病
院
の

移
管
に
よ
り
、
関
連
す
る
診
療
科
の
派

遣
医
局
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
医

師
派
遣
の
確
約
を
得
て
い
る
。

都
市
基
盤・生
活
基
盤
の
整
備

問

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

使
用
可
能
期
間
内
で
あ
れ
ば
路
線

バ
ス
全
線
１
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
を

支
払
う
だ
け
で
乗
車
可
能
な
得
々
パ
ス

の
補
助
金
を
本
市
も
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者

に
と
っ
て
は
有
効
な
交
通
手
段
に
な
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

現
在
、
本
市
内
で
も
民
間
バ
ス

事
業
者
が
得
々
パ
ス
の
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
が
、
初
期
費
用
と
し

て
、
３
カ
月
で
５
千
円
、
６
カ
月
で
９

千
円
、
１
年
で
１
万
５
千
円
の
購
入
費

が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
も

あ
る
の
か
利
用
状
況
は
芳
し
く
な
い
。

高
齢
者
の
外
出
促
進
や
運
転
免
許
証
を

返
納
し
た
人
の
移
動
手
段
の
確
保
と

い
っ
た
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
、
得
々
パ

ス
の
配
布
も
含
め
た
有

効
策
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
関
係
部
局
と
協
議

を
重
ね
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

代表質問

※
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の

略
称
。
従
来
人
間
が
行
っ
て
き
た
定
型
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動
化
す

る
も
の
。
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公
明
党

２
０
１
９
年
度
当
初
予
算
編
成

問

本
市
の
教
育
費
は
、
２７
年
度
決

算
で
は
１
４
５
・
９
億
円
、
２８
年

度
は
１
２
２
・
２
億
円
、
２９
年
度
は
１

１
９
・
９
億
円
と
３
年
連
続
で
減
少
し

て
い
る
が
、
３１
年
度
予
算
の
教
育
費
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
編
成
し
た
か
。

答

３１
年
度
の
教
育
費
は
、
３０
年
度

予
算
と
比
較
し
て
１
・
５
％
増
の

１
３
０
億
４
６
７
６
万
円
を
計
上
し
た
。

増
額
の
主
な
理
由
は
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
よ
る
支
援
施
設
等
利
用

給
付
費
、
大
門
小
学
校
及
び
岡
崎
小
学

校
の
校
舎
整
備
、
日
本
語
初
期
指
導
教

室
や
部
活
動
指
導
員
の
新
規
配
置
、
教

員
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た
め
の
教
員

補
助
者
の
増
員
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
の
追
加
配
備
な
ど
、
本
市
の
未
来
を

支
え
る
子
供
た
ち
の
教
育
は
大
切
と
考

え
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本

来
３１
年
度
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で

あ
っ
た
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

か
か
る
経
費
を
３
月
補
正
で
計
上
し
て

い
る
た
め
、
３１
年
度
決
算
は
大
き
く
増

加
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

畔
柳
敏
彦

第
６
次
総
合
計
画
及
び

ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

問

病
児
保
育
施
設
の
整
備
及
び
運

営
に
関
す
る
補
助
金
が
３１
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
設

置
の
実
現
に
向
け
て
進
め
ら
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
経

緯
と
今
後
の
方
針
は
。

答

保
育
児
童
の
容
体
に
変
化
が

あ
っ
た
場
合
に
迅
速
な
対
応
が
可

能
な
医
療
機
関
併
設
型
に
よ
る
設
備
を

念
頭
に
置
き
、
既
に
実
施
し
て
い
る
自

治
体
へ
の
調
査
や
医
療
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
に
よ
り
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

看
護
師
等
の
人
員
、
実
施
場
所
の
確
保
、

事
業
の
継
続
性
等
が
主
な
課
題
で
あ
っ

た
が
、
３０
年
度
に
市
内
の
小
児
科
医
か

ら
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
３１
年
度

中
に
１
カ
所
で
開
設
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
今
後
は
利
用
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
地
域
に
よ
る
利
便
性
の
格
差

が
広
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
配

置
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

数
年
前
に
大
府
市
内
で
認
知
症

高
齢
者
の
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き

て
か
ら
、
本
人
や
家
族
が
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
た
際
の
個
人
賠
償
責
任
保
険

を
導
入
す
る
自
治
体
が
ふ
え
て
い
る
が
、

本
市
は
個
人
賠
償
責
任
保
険
を
導
入
す

る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
か
。

答

大
府
市
を
初
め
、
多
く
の
自
治

体
が
個
人
賠
償
責
任
保
険
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
ま
ず
は
高
齢
者

や
認
知
症
の
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
独
り
歩
き

の
人
を
見
守
る
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
の
施
策
の

強
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

事
故
に
あ
っ
た
上
に
損
害
賠
償
を
請
求

さ
れ
る
遺
族
に
対
す
る
支
援
策
も
必
要

だ
が
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
よ
う

な
事
故
は
認
知
症
の
高
齢
者
に
限
っ
た

も
の
で
は
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
、
県
内
自
治
体
の
実
施
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
な
ど
が
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
な
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

本
市
で
は
多
く
の
民
間
バ
ス
路

線
が
維
持
・
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
で
は
バ
ス
事
業
者
か
ら
運
転
士
不

足
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス

路
線
維
持
へ
の
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

既
存
の
バ
ス
路
線
や
地
域
内
交
通
の
整

備
に
対
す
る
今
後
の
方
針
は
。

答

本
市
で
も
新
た
な
交
通
手
段
に

関
す
る
検
討
を
進
め
て
お
り
、
二

つ
の
地
区
で
は
バ
ス
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
。
同
協
議
会
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
バ
ス
事

業
者
の
運
転
士
不
足
は
ま
ち
バ
ス
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
り
、
遅
延
が
生
じ
定

時
運
行
が
困
難
な
状
況
の
南
北
線
で
は
、

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
は
既
存
バ
ス
路
線
の
改
善

や
基
幹
軸
の
再
検
討
を
行
う
と
共
に
、

基
幹
軸
を
補
完
す
る
よ
う
な
地
域
内
交

通
や
身
近
で
利
用
で
き
る
交
通
手
段
の

整
備
に
つ
い
て
、
交

通
政
策
会
議
等
で
議

論
し
、
次
期
総
合
交

通
政
策
や
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

代表質問
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日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

鈴
木
雅
子

市
民
の
暮
ら
し
と

福
祉
、健
康
を
守
る
こ
と

問

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
の
家
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
や
児

童
育
成
セ
ン
タ
ー
、
一
般
利
用
の
子
供

た
ち
が
汗
だ
く
で
行
動
し
て
い
た
。
熱

中
症
が
大
変
心
配
さ
れ
る
環
境
で
あ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
た
の

か
。
ま
た
、
こ
ど
も
の
家
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
は
。

答

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
室
温
が

３５
度
を
超
え
る
場
合
は
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
室
の
使
用
を
禁
止
す
る
と
共

に
、
一
部
の
施
設
で
は
あ
る
が
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
を
試
験
的
に
導
入
し
た
。
エ

ア
コ
ン
の
設
置
は

必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
本
市
全
体

の
施
設
の
設
置
状

況
を
含
め
て
、
今

後
の
検
討
課
題
と

考
え
て
い
る
。

生
活
環
境
の
整
備
、地
域
経
済
の
振
興
で

住
み
よ
い
岡
崎
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

問

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
、
本
市
の
公
共
交
通
に
関
す
る

今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
地
区
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
市
内
全
域

に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市

の
見
解
は
。

答

矢
作
地
域
で
走
っ
て
い
る
路
線

バ
ス
は
稼
働
率
が
悪
い
こ
と
か
ら
、

見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
身
近
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
交
通
手
段
の
可
能
性
の
説

明
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
区
で

も
、
既
に
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
調
整
の
段
階
に

な
っ
て
い
る
地
区
や
、
町
単
位
で
話
が

あ
る
地
区
も
あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
身
近
に
利
用

で
き
る
交
通
手
段
と
し
て
、
全
国
的
に

は
エ
リ
ア
タ
ク
シ
ー
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

県
内
で
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
と
連
携
し
た

高
齢
者
向
け
の
手
段
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
を
一
つ
で
も
成
功
さ
せ
て
、
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
な
っ
て
全
域
的
に
伝
播
し
て

い
く
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

水
道
民
営
化
に
つ
い
て
厚
生
労

働
省
が
作
成
し
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
導
入
に
向
け
た
働
き
か
け
リ

ス
ト
の
中
に
本
市
が
入
っ
て
い
る
が
、

国
か
ら
の
働
き
か
け
の
状
況
や
、
リ
ス

ト
の
選
定
指
標
で
あ
る
実
施
方
針
の
策

定
、
厚
生
労
働
省
の
交
付
金
や
委
託
調

査
の
活
用
、
下
水
道
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
検
討
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

ま
た
、
市
民
か
ら
は
、
民
営
化
へ
の
懸

念
の
声
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
独
自

運
営
の
立
場
で
い
ら
れ
る
の
か
。

答

国
か
ら
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
へ
の
働
き
か
け
は
な
く
、
リ
ス

ト
の
選
定
指
標
と
な
っ
た
３
項
目
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導

入
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本
市
は

い
ず
れ
も
実
施
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

水
道
事
業
は
新
た
に
設
置
す
る
事
業
管

理
者
の
的
確
な
判
断
の
下
で
、
今
ま
で

以
上
に
機
動
的
か
つ
柔
軟
な
事
業
運
営

に
よ
っ
て
将
来
に
向
け
て
安
定
し
た
経

営
基
盤
を
強
化
し
、
市
民
生
活
に
不
可

欠
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
考

え
で
あ
る
た
め
、
民
間
が
主
体
と
な
る

事
業
運
営
で
あ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
。

▶障がいのある方の傍聴について
障がいのある方が傍聴をできるように以下のサービスを実施していますので、御利用ください。
•手話通訳／要約筆記
•ヒアリングループ（磁気誘導ループ）設置
•点字資料の提供
御利用に当たっては傍聴予定日の１週間前までに御予約ください。

▶本会議傍聴時の託児について
本会議傍聴時の託児サービスを実施しています。
傍聴予定日２日前の１６時までに御予約ください。

お問合せ先 議会事務局総務課 ☎２３‐６３８２ FAX２３‐６５３８

代表質問

こどもの家
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条
例
議
案

■
阿
知
和
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
条
例
の
制
定
／
阿
知
和
地
区

工
業
団
地
造
成
事
業
の
経
理
を
明
確

に
す
る
た
め
、
特
別
会
計
を
設
置
す

る
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の

引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
制
定
／
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
税
率
の
引
上
げ
に
伴

い
、
使
用
料
等
の
額
を
改
定
す
る
。

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
／
市
立

愛
知
病
院
の
設
立
等
に
よ
る
医
療
体

制
の
充
実
及
び
火
災
の
予
防
の
た
め

の
消
防
力
の
強
化
等
の
た
め
、
職
員

の
定
数
の
適
正
化
を
図
る
。

■
学
区
集
会
施
設
条
例
の
一
部
改
正
／

六
ツ
美
北
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
の
位

置
を
変
更
す
る
。

■
生
活
環
境
の
美
化
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
／
現
行
の
生
活
環
境
保

全
条
例
か
ら
環
境
美
化
の
部
分
を
抜

き
出
し
、
生
活
環
境
の
美
化
に
関
し
、

市
、
市
民
等
、
事
業
者
等
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
、
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
の
放
置
、

路
上
喫
煙
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
。

そ
の
他
議
案

■
工
事
請
負
の
契
約
の
変
更
／
籠
田
公

園
整
備
工
事
及
び
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地

区
整
備
推
進
事
業
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
整
備
工
事
の
契
約
を
変
更
す

る
。

３０
年
度
補
正
予
算
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
約
４３
億
３

１
８
１
万
円
の
増
額
、
特
別
会
計
で
は

約
１８
億
２
９
４
０
万
円
の
減
額
、
企
業

会
計
で
は
約
４
億
６
２
０
６
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

○
総
務
費
／
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

公
共
施
設
保
全
整
備
基
金
積
立
金
の

増
な
ど
約
１４
億
８
２
２
７
万
円
の
増

○
教
育
費
／
施
設
購
入
費
、
土
地
購
入

費
の
増
な
ど
約
３９
億
１
２
１
１
万
円

の
増

３１
年
度
当
初
予
算
議
案

３１
年
度
当
初
予
算
は
、
夢
あ
る
新
し

い
岡
崎
を
実
現
す
る
予
算
と
位
置
づ
け
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
対
応

や
愛
知
病
院
と
の
経
営
統
合
、
藤
田
医

科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

を
初
め
、
福
祉
、
医
療
、
防
災
、
教
育

な
ど
、
地
に
足
を
つ
け
た
政
策
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
展
開
す
る
た
め
の
予
算
を
計

上
し
た
。

一
般
会
計
は
約
１
３
０
０
億
２
０
０

０
万
円
、
特
別
会
計
は
６
８
９
億
７
５

２
１
万
円
、
企
業
会
計
は
６
０
７
億
９

６
９
５
万
円
で
、
総
額
は
２
５
９
７
億

９
２
１
７
万
円
と
な
り
、
３０
年
度
当
初

予
算
に
対
し
て
７
・
６
％
の
増
と
な
っ

た
。

■
生
活
安
心
推
進
業
務
／
３０
年
の
侵
入

盗
認
知
件
数
が
県
内
市
区
町
村
ワ
ー

ス
ト
１
位
と
な
る
な
ど
大
変
厳
し
い

治
安
情
勢
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

簡
易
設
置
型
防
犯
カ
メ
ラ
５０
台
を
購

入
し
、
犯
罪
多
発
地
域
に
一
定
期
間
、

集
中
的
に
設
置
す
る
こ
と
で
犯
罪
発

生
の
未
然
防
止
を
図
る
。
ま
た
、
地

域
へ
の
簡
易
設
置
型
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
よ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
効
果

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
推
進
す
る
。

■
救
急
医
療
拠
点
施
設
整
備
支
援
業
務

／
本
市
及
び
西
三
河
南
部
東
医
療
圏

に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

目
指
し
、
２
０
２
０
年
４
月
に
開
院

予
定
の
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

■
岡
崎
小
学
校
校
舎
整
備
業
務
／
岡
崎

駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に

伴
い
、
児
童
数
増
加
が
想
定
さ
れ
る

岡
崎
小
学
校
の
校
舎
を
増
築
し
、
教

室
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
整
備
を
行

う
。

会計別当初予算
（単位：百万円）
対前年度比
１０５．３％
１０６．３％
１１４．７％
１０７．６％

予算額
１３０，０２０
６８，９７５
６０，７９７
２５９，７９２

会計名
一般会計
特別会計
企業会計
計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１２
・
１３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

おかざき議会だより│vol.１９７7



総
務
企
画
委
員
会

財
産
の
取
得
（
阿
知
和
地
区
工
業
団
地

造
成
事
業
用
地
）

問

工
業
団
地
区
域
内
の
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
は
、
用
地
取
得
完

了
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
本
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答

発
掘
調
査
を
行
う
に
は
、
森
林

を
伐
採
す
る
前
に
土
砂
の
流
出
を

防
止
す
る
た
め
の
沈
砂
池
や
調
整
池
の

設
置
工
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
分
譲

目
標
年
度
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
９

割
以
上
の
用
地
取
得
率
や
発
掘
調
査
に

関
係
す
る
用
地
の
取
得
状
況
な
ど
に
よ

り
、
発
掘
調
査
を
含
め
事
業
に
着
手
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
現
在
は
、
物
件

調
査
、
土
地
評
価
業
務
を
発
注
し
、
用

地
買
収
の
個
別
の
条
件
を
準
備
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
費

問

地
域
電
力
小
売
会
社
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
事
故
等
で
電
力
を
供
給

で
き
な
い
場
合
の
対
応
、
現
在
の
売
電

価
格
及
び
事
業
の
採
算
性
は
。

答

地
域
電
力
小
売
会
社
は
、
地
域

内
の
発
電
電
力
を
最
大
限
に
活
用

し
て
地
域
内
の
公
共
施
設
等
に
電
力
を

供
給
す
る
も
の
で
、
本
市
は
中
央
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
八
帖
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
発
電
し
た
電
力
を
買
取
り
、
市

内
公
共
施
設
へ
供
給
す
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ
る
環
境
に

配
慮
し
た
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

事
故
等
で
発
電
が
で
き
な
い
場
合
を
想

定
し
て
、
新
電
力
会
社
間
で
の
電
力
融

通
協
定
の
締
結
な
ど
に
よ
り
有
事
に
備

え
る
と
共
に
、
日
本
卸
電
力
取
引
所
か

ら
の
調
達
量
を
ふ
や
す
こ
と
で
供
給
電

力
を
賄
う
予
定
で
あ
る
。
２９
年
度
の
中

央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
八
帖
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
売
電
価
格
は
約
４
億
円

で
あ
り
、
事
業
が
軌
道
に
乗
り
次
第
、

利
益
を
計
上
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
病
院
委
員
会

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

民
生
費

問

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
業
務

に
お
い
て
、
日
中
一
時
支
援
事
業

の
対
象
者
を
拡
大
す
る
目
的
は
。

答

こ
れ
ま
で
は
未
就
学
児
を
対
象

と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
３１
年
度

か
ら
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
る
未
就
学
の
障
が
い
児
、

児
童
発
達
支
援
事
業
所
と
保
育
園
等
に

並
行
し
て
通
園
し
て
い
る
未
就
学
児
を

一
時
的
に
預
か
り
、
見
守
り
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
家
族
の
就
労
支
援

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
対
象
者
を
拡
大

す
る
。
日
中
一
時
支
援
事
業
の
対
象
者

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
未
就
学
の
障
が

い
児
の
預
か
り
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
に

働
く
時
間
が
制

限
さ
れ
る
親
が

フ
ル
タ
イ
ム
で

働
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

衛
生
費

問

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

推
進
業
務
に
お
け
る
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ア
プ
リ
・
マ
イ
レ
ー
ジ
連
携
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
。

答

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
地

区
等
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

活
用
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

等
の
機
能
を
搭
載
し
た
、
楽
し
め
遊
べ

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

健
康
無
関
心
層
の
取
り
込
み
を
目
指
し

て
い
る
。
歩
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぐ
と
、

ア
プ
リ
内
で
健
康
・
食
育
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
ま
め
吉
の
ア
イ
テ
ム
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
た
り
、
ア
プ
リ
上
で
市
内
の

観
光
名
所
の
情
報
を
案
内
し
た
り
す
る

な
ど
、
楽
し
め
る
機
能
を
つ
け
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
プ
リ
と

連
携
し
て
、
現
在
は
紙
で
実
施
し
て
い

る
お
か
ざ
き
健
康
ま
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

シ
ス
テ
ム
化
を
行
い
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
事
務
量
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。
誰
も
が
簡
単
に
利
用
で
き
る
、

デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
効
果
測
定
が
可
能
、

費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
３

点
を
重
要
な
視
点
と
し
、
開
発
す
る
予

定
で
あ
る
。

４
常
任
委
員
会
及
び
総
合
計
画
等
検

討
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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文
教
生
活
委
員
会

生
活
環
境
の
美
化
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定

問

条
例
を
制
定
し
た
意
図
と
、
ポ

イ
捨
て
だ
け
で
は
な
く
路
上
喫
煙

も
禁
止
す
る
理
由
は
。

答

生
活
環
境
保
全
条
例
か
ら
環
境

美
化
に
関
す
る
規
定
を
移
行
す
る

と
共
に
、
ポ
イ
捨
て
を
抑
制
す
る
た
め

に
生
活
に
密
着
す
る
行
為
へ
の
規
制
等

の
規
定
を
加
え
、
新
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
路
上
喫
煙
を
禁
止
す
る

理
由
は
、
特
に
人
が
多
く
集
ま
る
名
鉄

東
岡
崎
駅
及
び
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
周
辺
で
は

た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
が
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
た
め
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
道
路
等
に
お
い
て
ポ

イ
捨
て
等
防
止
重
点
区
域
及
び
路
上
喫

煙
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
が
、
ポ
イ
捨

て
等
防
止
重
点
区
域
に
指
定
し
て
取
締

る
だ
け
で
は
効
果
が
限
定
的
で
あ
る
た

め
、
路
上
喫
煙
と
い
う
吸
い
殻
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
に
つ
な
が
り
や
す
い
原
因
行

為
そ
の
も
の
を
禁
止
し
、
抑
制
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
費

問

簡
易
設
置
型
防
犯
カ
メ
ラ
５０
台

分
の
購
入
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
設
置
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
設
置
す
る
地
区
は

決
ま
っ
て
い
る
か
。

答

簡
易
設
置
型
の
防
犯
カ
メ
ラ
は

３１
年
度
早
々
に
入
札
を
行
い
、
７

月
頃
に
は
設
置
が
可
能
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
設
置
場
所
は
、
犯
罪
多
発
地

域
へ
集
中
的
に
一
定
期
間
設
置
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
が
、
犯
罪
は
場
所
を

変
え
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
簡
易
的
に
設
置
及
び
取
り
外
し
が

で
き
る
利
点
を
生
か
し
、
３
カ
月
程
度

で
次
の
犯
罪
多
発
場
所
へ
機
動
的
に
設

置
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
設

置
地
区
は
、
簡
易
設
置
型
防
犯
カ
メ
ラ

購
入
時
に
犯

罪
が
多
発
し

て
い
る
地
区

で
導
入
し
て

い
く
た
め
、

現
時
点
で
は

特
定
し
て
い

な
い
。

経
済
建
設
委
員
会

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

農
林
業
費

問

林
業
活
性
化
・
６
次
産
業
化
推

進
業
務
の
背
景
と
内
容
は
。

答

本
市
の
面
積
の
６
割
を
占
め
る

森
林
は
、
近
年
の
木
材
価
格
低
迷

な
ど
の
理
由
か
ら
、
放
置
さ
れ
る
森
林

が
増
加
し
て
い
る
。
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
を
保
つ
た
め
に
は
、
森
林
整
備

を
推
進
す
る
と
共
に
、
林
業
の
活
性
化

を
図
る
木
材
の
利
用
促
進
が
重
要
と
な

る
。
３１
年
４
月
か
ら
森
林
経
営
管
理
法

が
施
行
さ
れ
森
林
整
備
の
推
進
が
期
待

さ
れ
る
中
で
、
同
時
に
木
材
利
用
促
進

に
つ
い
て
も
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
木
材
の
新
た
な
商
品
の
開

発
、
販
売
、
販
路
開
拓
等
を
一
貫
し
て

行
う
６
次
産
業
化

の
推
進
を
図
る
可

能
性
を
探
る
た
め
、

３１
年
度
は
地
域
商

社
設
立
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
。

３１
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

問

男
川
浄
水
場
浄
水
施
設
の
今
後

の
解
体
計
画
と
、
金
額
の
配
分
は
。

答

旧
男
川
浄
水
場
は
一
級
河
川
の

乙
川
に
近
接
し
て
お
り
、
深
い
掘

削
を
伴
う
一
部
の
地
下
構
造
物
の
撤
去

作
業
は
非
出
水
期
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
、

一
定
の
制
約
の
下
で
効
率
的
に
解
体
工

事
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
３０
年
度

は
、
全
体
の
約
１２
％
に
当
た
る
５
７
０

０
平
方
㍍
を
対
象
と
し
て
敷
地
の
西
側

か
ら
解
体
工
事
を
行
っ
た
が
、
３１
年
度

も
敷
地
の
西
側
か
ら
浄
水
池
や
送
水
ポ

ン
プ
施
設
な
ど
の
土
木
構
造
物
の
撤
去

を
主
に
行
い
、
３３
年
度
ま
で
に
残
り
の

土
木
構
造
物
や
管
理
棟
な
ど
の
建
築
物

を
撤
去
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た

工
程
を
踏
ま
え
、
３１
年
度
に
６
億
２
９

２
万
７
０
０
０
円
を
計
上
し
て
お
り
、

解
体
に
要

す
る
経
費

の
総
額
は

約
２１
億
５

２
０
０
万

円
に
な
る

と
見
込
ん

で
い
る
。

委員会審査

防犯カメラ

解体中の旧男川浄水場
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議会の意思を表明するため、次の意見書を可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、その趣旨
の実現が図られるよう要請しました。

総
合
計
画
等
検
討
特
別
委
員
会

総
合
政
策
指
針
条
例
の
制
定

問

条
例
議
案
の
提
出
理
由
、
ま
た

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と

総
合
政
策
指
針
の
違
い
は
。

答

２３
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
っ
て
市
の
定
め
る
基
本
構

想
の
議
会
の
議
決
義
務
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
次
期
構
想
の
策
定
の
必

要
性
や
根
拠
な
ど
、
総
合
計
画
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
総
合
計
画
等
検
討
特
別
委
員
会
か

ら
も
策
定
時
に
お
け
る
議
会
の
議
決
の

必
要
性
に
つ
い
て
条
例
で
規
定
す
べ
き

と
提
言
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
議
案

を
提
出
し
た
。
本
条
例
は
、
従
来
の
総

合
計
画
の
基
本
構
想
部
分
に
当
た
る
総

合
政
策
指
針
の
策
定
手
続
に
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
様
化

し
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
戦
略
的
・
重
点
的
な

地
域
づ
く
り
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
明

示
す
る
指
針
と
し
て
策
定
す
る
。

採択請願
●岡崎市の保育所継続入所に関することについて

採択とした理由・意見を市長等に送付し、後日、処理の経過と結果の報告を求めることとしま
した。

●農協改革に関する意見書の提出について

下記意見書を可決したため、みなす採択とし、関係機関に意見書を提出しました。

政府などへの意見書・決議

●妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書
厚生労働省は３０年１２月に３１年１月１日からの妊婦加算の凍結を告示すると共に、改めて中央社会
保険医療協議会で妊婦が安心できる医療提供体制の充実や健康管理の推進を含めた総合的な支援を
議論することとしているが、妊婦が安心して医療を受けられる体制の構築のために取り組むことを
求める。

提出先 内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

●農協改革に関する意見書
ＪＡは組合員の民主的な協同組織であり、ＪＡのあり方を決めるのは政府ではなく、組合員が決
定するものであるという協同組合の基本原則に沿った対応が望まれる。よって、信用事業譲渡及び
准組合員利用規制の導入は、ＪＡの主権者たる組合員の判断に基づくものとするよう要望する。

提出先 衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、内閣府特命担当大臣（規制改革）、
総務大臣、農林水産大臣

●天皇陛下御即位３０年を祝す賀詞決議
天皇陛下におかれては、３１年１月７日に御即位３０年を迎えられた。岡崎市民ひとしく慶賀にたえ

ないところである。岡崎市議会は、市民を代表して謹んで慶祝の誠を表する。

提出先 宮内庁長官

委員会審査
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自
民
清
風
会

工
事
請
負
の
契
約
の
変
更
（
籠
田
公
園

整
備
工
事
）

「
掘
削
土
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
れ
ん

が
等
の
混
入
に
よ
る
運
搬
費
用
、
処
理

費
用
の
計
上
で
あ
る
。
昭
和
５４
年
か
ら

５６
年
当
時
の
施
工
記
録
が
残
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
当
時
の
法
律
上
は
問
題
が
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の
工
事

に
お
い
て
は
現
行
の
法
律
に
従
い
、
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

新
た
な
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
大
切

な
公
園
で
あ
る
た
め
、
順
調
な
工
事
の

進
捗
を
望
む
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

「
病
児
保
育
施
設
の
開
設
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
中
核
市
の

利
用
人
数
を
見
る
と
、
本
市
も
実
施
箇

所
を
ふ
や
す
必
要
を
感
じ
る
。
本
市
の

東
部
、
北
部
、
西
部
、
中
央
と
、
地
域

性
を
考
慮
に
入
れ
た
開
設
へ
の
働
き
か

け
を
継
続
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
項
目
が

幾
つ
も
あ
る
が
、
全
て
無
料
に
な
る
と

考
え
て
い
る
保
護
者
も
多
い
と
聞
く
。

対
象
施
設
や
事
業
、
対
象
と
な
る
子
供

の
年
齢
、
無
償
化
す
る
内
容
等
を
初
め
、

対
象
施
設
に
よ
る
利
用
制
限
額
、
給
食

費
や
延
長
保
育
等
の
無
償
化
対
象
外
と

な
る
も
の
の
内
容
も
、
併
せ
て
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
告
知
を
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

「
既
存
の
本
市
工
業
団
地
は
特
に
通
勤

時
間
帯
の
渋
滞
が
激
し
く
、
住
民
か
ら

渋
滞
緩
和
を
希
望
す
る
声
を
多
く
聞
く
。

今
後
進
め
て
い
く
阿
知
和
地
区
工
業
団

地
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
渋
滞
対
策
を

さ
れ
た
い
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

３１
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

「
旧
男
川
浄
水
場
浄
水
施
設
撤
去
に
要

す
る
総
経
費
は
約
２１
億
５
２
０
０
万
円

と
多
額
だ
が
、
い
ず
れ
解
体
す
る
施
設

で
あ
る
。
企
業
誘
致
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
た
め
、
解
体
を
計
画
通

り
に
完
了
さ
れ
た
い
。
耐
震
化
・
老
朽

化
対
策
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
事

業
だ
が
、
毎
年
度
着
実
に
進
む
よ
う
計

画
性
を
持
っ
て
行
う
こ
と
。
少
し
で
も

耐
震
化
率
が
向
上
す
る
よ
う
、
今
後
の

予
算
の
増
額
も
検
討
さ
れ
た
い
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

生
活
環
境
の
美
化
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定

「
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が
協
調
し
、
共
存

で
き
る
環
境
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

「
部
活
動
外
部
指
導
員
は
教
員
が
つ
い

て
い
な
け
れ
ば
指
導
で
き
な
い
が
、
部

活
指
導
員
は
単
独
で
指
導
で
き
る
。
教

員
の
負
担
軽
減
を
考
え
、
部
活
動
外
部

指
導
員
４７
人
を
、
順
次
、
部
活
指
導
員

に
切
り
か
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
聴
覚
や

言
語
機
能
障
害
の
人
に
対
し
て
音
声
に

よ
ら
な
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
・
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
を
新
た
に
整
備
す
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
前
進
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

３１
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
認
知
症
の
人

を
つ
な
ぐ
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
の
開
設
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
に
は
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

「
事
業
者
に
公
園
設
備
の
費
用
負
担
を

負
わ
せ
る
の
は
１０
％
程
度
で
、
あ
え
て

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す
る
必
要
は
な

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

３１
年
度
一
般
会
計
予
算

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
業
務
は

採
算
の
見
通
し
が
な
い
。
本
当
に
必
要

な
施
設
か
市
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
」

と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
各
会
派
が

賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同

を
求
め
ま
し
た
。
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日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団

×
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
○
○
×
×
×
×
○
×
○
○
×
×
×

○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×

公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

採
決
結
果

可決

件 名
市長提出議案

財産の取得（阿知和地区工業団地造成事業用地）
包括外部監査契約
字の区域の設定
物品の貸付け（CATV施設）
工事請負の契約の変更（籠田公園整備工事）
工事請負の契約の変更（シビックコア地区整備推進事業ペデストリアンデッキ整備工事）
財産の取得（乙川河川緑地用地）
市道路線の廃止
市道路線の認定
総合政策指針条例の制定
阿知和地区工業団地造成事業特別会計条例の制定
消費税及び地方消費税の税率の引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
手数料条例の一部改正
水道事業及び下水道事業管理者の給与に関する条例の制定
職員定数条例の一部改正
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正
職員の分限に関する条例の一部改正
市議会の議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
学区集会施設条例の一部改正
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正
動物総合センター条例の一部改正
幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例の制定
児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例及び放課後児童健全育成事業の設備及
び運営の基準に関する条例の一部改正
生活環境の美化の推進に関する条例の制定
生活環境保全条例の一部改正
岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計条例の制定
都市公園条例の一部改正
道路の占用に関する条例及び準用河川流水占用料等徴収条例の一部改正
水道事業の設置等に関する条例等の一部改正等
平成３０年度一般会計補正予算（第７号）
平成３０年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成３０年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
平成３０年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第４号）
平成３０年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第１号）
平成３０年度額田北部診療所特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度こども発達医療センター特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度豊富財産区特別会計補正予算（第１号）
平成３０年度宮崎財産区特別会計補正予算（第１号）
平成３０年度形埜財産区特別会計補正予算（第１号）
平成３０年度病院事業会計補正予算（第４号）
平成３０年度水道事業会計補正予算（第２号）
平成３０年度下水道事業会計補正予算（第２号）
平成３１年度一般会計予算
平成３１年度簡易水道事業特別会計予算
平成３１年度阿知和地区工業団地造成事業特別会計予算

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６

２７

２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１

（○賛成、×反対）
会派別賛否

審議結果 ３月定例会
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６月定例会予定 です。５月２０日月６月定例会の
請願・陳情提出締切りは、

日
9

16

23

土
8

15

22

金
議案質疑、
委員会付託
※

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

7

14

21

木
一般質問

常任委員会

6

13

20

水
一般質問

常任委員会

議会運営委員会

5

12

19

火
一般質問4

11

18

月
開会、
市長提案説明、
議案説明
（一般質問）

6/
3

10

17

日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団

×
×
×
×
○
×
×
○
○
○
○
×
×
×
○
○
×
×
○

○
○
○
○

○
○

公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
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同意
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件 名

市長提出議案
平成３１年度農業集落排水事業特別会計予算
平成３１年度国民健康保険事業特別会計予算
平成３１年度後期高齢者医療特別会計予算
平成３１年度介護保険特別会計予算
平成３１年度継続契約集合支払特別会計予算
平成３１年度額田北部診療所特別会計予算
平成３１年度こども発達医療センター特別会計予算
平成３１年度岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計予算
平成３１年度母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算
平成３１年度宮崎財産区特別会計予算
平成３１年度形埜財産区特別会計予算
平成３１年度病院事業会計予算
平成３１年度水道事業会計予算
平成３１年度下水道事業会計予算
平成３０年度一般会計補正予算（第８号）
固定資産評価審査委員会の委員の選任
教育委員会教育長の任命
副市長の選任
固定資産評価員の選任

議員提出議案
三浦康宏議員に対する辞職勧告決議
妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書の提出
農協改革に関する意見書の提出
天皇陛下御即位３０年を祝す賀詞決議

請願
岡崎市の保育所継続入所に関すること
農協改革に関する意見書の提出

陳情

今上陛下御即位３０年の賀詞決議

５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
同１
同２
同３
同４

議１
議２
議３
議４

請１
請２

陳１

審議結果

（○賛成、×反対）
会派別賛否

意見を付して議長に
報告することとした。

※質疑を行う議案等がない場合は、６月６日の一般質問終了後に委員会付託を行い、６月７日は休会日とします。
○一般質問の通告内容は、開会日までに市議会ＨＰに掲載します。
○開会、一般質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクスで中継します。
また、インターネットでは開会、一般質問、議案質疑、閉会の中継を行います。
○各会議の開催時刻は午前１０時の予定（常任委員会の開催時間、開催順序等は５月２２日に決定）です。

議 案 検 討
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文教生活委員会

１月２３日 相模原市安全に安心して自転車を
利用しようよ条例 【相模原市】

調査内容
条例を議員自らが作り提案することを目標に
大学院の政策法務講座を受講し、法制執務のあ
り方に関する知識の習得に努め、条例案を作成
した。２９年４月から地域団体・市民への説明会
及び意見交換会を実施した後、１２月議会に上程
し全会一致で可決、１２月２５日に施行した条例に
関する取り組みについて調査を行った。
委員長所感
相模原市は自転車保険を条例で義務化してお
り、３０年の調査では加入率が一般市民４３．３％、
高校生５１．９％であるが、本市は義務化しておら
ず中学校入学時にチラシを配布するのみである。
また、相模原市では２３年時点で３４６０㍍もの自転
車道を整備している。市民を守る視点から保険
の加入は１００％必要であり、委員会として討議
を進める中で取り組み方針を検討したい。

その他の調査事項
１月２４日 みんなで育てよう はちおうじっ子【八王子市】
２月１３日 自転車の安全対策

経済建設委員会

１月２５日 原山公園再整備基本計画【堺市】

調査内容
堺市は、屋外プールや新規設置の屋内施設に
合わせて公園全体を再整備し、子供から高齢者
まで誰もが健康づくりを楽しむきっかけをつく
る公園をコンセプトにＰＦＩ手法を導入した。
公園全体の維持管理運営を含め、民間事業者の
意欲や創造的な提案を求めて整備を行うことと
した取り組みについて調査を行った。
委員長所感
ＰＦＩ手法により管理・運営をしており、公
園設計にも民間の知恵が上手に盛り込まれてい
る。公園利用者数が年間１０万人以上と聞き、そ
れだけの魅力があると理解した。また、駐車場
設備や照明設備についても民間の経験が盛り込
まれていた。本市は住みやすい町と市民から高
く評価されているが、南公園再整備が計画され
る中、この機会に本市にふさわしい施設となる
ことを大いに期待したい。

その他の調査事項
１月２４日 姫路城を中心とした観光振興【姫路市】
２月１４日 六斗目川改修事業 【現地（市内）】

議会運営委員会
議会大会議室

議会広報委員会
第３・４委員会室

第３・４委員会室

第３・４委員会室

第３・４委員会室

３月定例会の運営

議会広報委員会の運営
１ 議会だより第１９６号の発行
２ 議会広報委員会の運営
１ 議会だより第１９６号の発行
２ 議会広報委員会の運営
議会だより

２月１９日

１２月２１日

１月９日

１月１５日

１月２９日

特別委員会
総合計画等検討

第３・４委員会室

第３・４委員会室
議会大会議室

健幸まちづくり推進
第３・４委員会室
第３・４委員会室

第３・４委員会室

１ 委員会の今後の取り組み
２ 人口
次期総合計画
次期総合計画

（仮）健康基本条例
（仮）健康基本条例
１ 本市の健康施策の取り組み
２（仮）健康基本条例

１２月２５日

１月１０日
２月１３日

１月１８日
１月２８日

２月１５日

委員会調査報告
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総務企画委員会

１月２２日 ドローンを活用した取り組み
【あきる野市】

調査内容
あきる野市がドローンを導入することとなっ
たきっかけ、市のドローン所有数、活用方法、
操作人員や人材の育成等の取り組みについて調
査を行った。
委員長所感
あきる野市は自然災害対応や鳥獣害被害対策、
観光分野での活用など様々な取り組みでドロー
ンの活用を進めている。災害時には企業との災
害時協定ではなく、自前でも迅速な対応がとれ
るよう人材育成にも取り組んでいる。公的な免
許制度のない中、市役所内の希望者が講習を受
け、ドローンを運用できる人材を育成している。
今後は本市も土砂災害等の自然災害時のドロー
ン活用の研究と、民間も含めた適切な操縦者の
育成支援、官民併せたドローンを活用できるル
ール作り、市民の理解促進に取り組む必要性を
感じた。

その他の調査事項
１月２３日 働き方・仕事の進め方改革推進プログラム【川崎市】
２月１５日 まち・ひと・しごと創生総合戦略

福祉病院委員会

１月２４日 家でも学校でもない
第三の居場所づくり 【尾道市】

調査内容
尾道市は子供の貧困対策プロジェクトチーム
を設置し、組織を超えた横断的な検討を開始し
た。２９年７月から学習支援事業に取り組み、日
本財団の子供の第三の居場所づくり事業も併せ
て活用していることからこの取り組みについて
調査を行った。
委員長所感
尾道市自ら市内の生活実態調査を行い、子ど
もに対する負のインパクトの影響についてデー
タを持って進めてきたことを評価する。利用対
象を貧困家庭の就学児童１年生から３年生まで
と絞っていることも説明を聞き理解した。当初、
「居場所づくり」とは門戸を広げて様々な子供
を受け入れているのかと思っていたが、一般市
民への公募などを一切行わず、子供の貧困対策
を業務目的に絞り込んだほうが、市として望ま
しい姿だと感じた。

その他の調査事項
１月２３日 ふくし総合相談窓口 【たつの市】
２月１２日 愛知病院の経営移管

（１２月定例会終了後～２月）

現在、市議会では四つの常任委員会と二つの特別委員会、議会運営委員会、議会広報委員会を設置し
ています。
常任委員会は、定例会の開会中には付託議案の審査を行う他、閉会中も所管事項に関する調査、市内
外への行政視察調査を行っています。今回は、各常任委員会の調査事項をお知らせします。
視察調査報告書の詳細は、市議会ＨＰに掲載していますのでぜひ御覧ください。
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三浦康宏議員に対する辞職勧告決議
三浦康宏議員は、市議会議員という公職にありながら、平成２５年から２８年にかけて不適切な行為、

発言を繰り返し、２８年当時岡崎市民及び岡崎市議会に対して事実と異なる説明を行ってきた。市議会
議員は、公正かつ厳正な選挙により市民の信託を受け、その議員活動により住民の代表として市民の
生活福祉の向上に常に努めるべき職責を有しており、今回の言動は、厳粛な議会の信頼と名誉を大い
に失墜させたものである。このことは、市民全体の奉仕者として公正かつ清廉を基本姿勢とし、高い
政治倫理意識に徹することを定めた岡崎市議会基本条例第８条に抵触するものであり、岡崎市議会と
して決して看過できるものではない。よって、岡崎市議会は、同議員に対してみずからその責任を重
く受けとめ市議会議員を辞職するよう勧告するものである。以上、決議する。 ３１年３月２２日

健康基本条例（素案）に御意見をお寄せください！
健康は、いつの時代であっても何物にもかえがたい財産で、人々の生涯にわたる大きな願いであり、
希望あふれるまちづくりの礎となるものです。そこで、本市議会では、健幸なまちづくりの推進を図
るため、２９年１１月に「健幸まちづくり推進特別委員会」を設置し、調査・研究を行う中で、条例の制
定が必要と考え、協議を重ねてきました。この度、条例の素案がまとまりましたので皆さんにお知ら
せし、意見を募集します。
■意見の募集期間■
５月２０日（月）～６月２０日（木）
■意見の提出方法■
住所、氏名または団体名、連絡先を記入し、直接持参・郵送・Ｅメール・ファクスのいずれかで議
会事務局議事課へお願いします。
〒４４４‐８６０１岡崎市議会事務局議事課（西庁舎２階）
Ｅメール gikaigiji@city.okazaki.lg.jp FAX ０５６４‐２３‐６５３８

■条例（素案）の閲覧・配布場所■
市政情報コーナー（西庁舎１階）、議会事務局議事課、市議会ＨＰで御覧いただけます。また、市
政情報コーナー、議会事務局議事課、各支所、げんき館情報ライブラリーで資料の配布を行います。

条例（素案）の概要
目的
健康づくりに関する基本的なあり方を定めるとともに、市民・市・議会の責務を示すことによ
り、誰もが健康づくりに取り組む意識を醸成し、市民一人一人が健康な社会の実現を目指します。
基本理念
市民一人一人が自らの健康に関心を持ち、主体的に健康づくりに取り組むとともに、市民・市・
議会が関係団体と連携を図ることにより、まちづくりと一体となって健康づくりに取り組みます。
健康に配慮したまちづくりの推進
健康づくりの視点をまちづくり施策に取り入れ、展開することにより、健康に配慮したまちづ
くりを推進します。

議員の辞職及び会派解消のお知らせ
木全昭子議員が３月２７日付けで辞職しました。

これに伴い、日本共産党岡崎市議団が会派解消と
なりましたので、会派数は四つとなっています。

☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チャレンジ岡崎・無所属の会
公 明 党

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

議
会
ダ
イ
ヤ
ル
☎

※３月定例会最終日に、上記決議を全会一致で可決しました。なお、決議に先立ち３１年３月６日に岡崎市
議会政治倫理委員会は三浦康宏議員に対して辞職勧告の措置を決定し、通知しています。

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP http://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

無
所
属議会の日程、傍聴、請願・陳情などに関する事項は、

議事課（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問合せください。
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